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♪春よ 遠き春よ 瞼閉じればそこに 愛をくれし君の なつかしき声がする～♪ 

 1994年にリリースされた松任谷由実さんの名曲『春よ、来い」を聴きたくなる気候
になってきました。プールそばの木蓮の花は開きはじめ、６年生の卒業記念グラウンド
ウォールアートは完成し、牛中の３年生は凜とした姿で中学校を巣立っていきました。 
木蓮の花言葉には「気高さ」「崇高」といったものがあります。目立たない場所でじ

っと時を待ち美しい大輪の花を咲かせる姿は花言葉の通りですし、時が来れば花は開く
という未来への希望を感じさせるものでもあります。子どもたちにも世界にひとつだけ

の花を咲かせて欲しいなぁと強く感じました。 
西九州短期大学の牛丸先生はじめ牛津地区青少年育成会事務局の方々にも大変お世話

になりました。高いクオリティの作品が完成したことで、子どもたちからは「卒業式の
後に写真撮ろうね」「映えスポットになるかもね」といった会話が聞こえてきました。 
卒業式の日には親子記念写真もいいですね。思い出の一コマをどうですか。 
牛津中学校の卒業式はとても感動的でした。厳かな雰囲気が乱れず、「おめでとう」

「ありがとう」の気持ちがこだまし合うな時間でした。特に、式歌と校歌は素晴らし
く、砥川小の卒業式もそうありたいと強く思いました。会場には、本校児童の保護者様
もいらっしゃいました。ご卒業おめでとうございます。 

いよいよ今週末は卒業式。ステキな卒業式になることを願っています。 

卒業式に向けて ～ 心構えと寒さ対策 ～ 

 先週末より、心構え・姿勢・姿勢 

式歌・呼びかけ・証書受け取り・入退場

などの練習を始めています。心震える

卒業式にするために、子どもたちを励

ましていきます。当日の天気予報はま

ずまずですが、式場の体育館は冷え込

みます。ご家庭でも心構えについて話

題としていただくとともに、寒さ対策

もよろしくお願いいたします。 


